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【 理 念 】 

 最上位目標である本校の教育目標に帰結する教育活動を地域とともに実現する。 

 

生徒が主体的に、そして当事者意識をもち予測困難な社会の中でも課題解決ができるよう、生き抜く力を付け

させる。 

 

学校運営協議会の目標 「つなぐ」 

「学校が核」となり「地域」をつなぐ。固くつながれた「地域」が主体となり「家庭」を支え、「学校」を支え、「子ども」

を育てる。 

 

【めざす学校像】 

 

 

 

 

〇豊かな心を育成する学校   

〇確かな学力を身に付けさせる学校 

〇生徒に寄り添い、一人ひとりの良さを認める学校      

〇地域と協働し、地域と歩むる学校  

〇小中一貫教育を推進する学校 

 

基本的な考え方  

東京都が策定した東京都教育ビジョン（第 5 次） 「未来の東京」に生きる子供の姿では、自ら

の個性や能力を伸ばし、様々な困難を乗り越え、人生を切り開いていくことができること、他者へ

の共感や思いやりを持つとともに、 自己を確立し、多様な人々が共に生きる社会の実現に寄与

すると示されている。また、八王子市で策定した八王子未来デザイン 2040 では、生きる力をはぐ

くむ学校教育の推進として、 「確かな学力を育む教育の推進」、 「豊かな心と健やかな体を育む

教育の推進」、「児童・生徒に応じた支援の充実」 が示されている。 これらのことを踏まえ、本校

では「何のために教育をするのか」 「何のために学校があるのか」を改めて問い直し、義務教育 9 

年間を貫いて、 全教育活動を通して、 子どもに本校の教育目標に基づいて、「社会で生き抜く

力 を付けさせる」教育活動を行う。 これまでは授業で教師から一方的に教わり、正しく教わった

ことを表現できれば社会で通用してきた「キャッチ アップの時代」から、社会の環境が激変する近

年は、知を生み出す「イノベーションの時代」へと変化し、求められる人材が変わっている。そのた

伝統と新たな教育活動をベストミックスさせ、生徒に社

会で生き抜く力を地域とともに一貫して育て、身に付け

させる学校 

【めざす教師像】 

高度専門職として学び続け、自信と熱意をもち、凛とし 

た教師 

 

〇人権尊重の精神を重じ、愛情深い教師  

〇熱意をもって授業を行う教師 

〇主体的に研究と修養に励み、教育観を磨く教師 

〇組織の一員として、責任をもって職務を遂行する 

教師 



めに、一斉に、一方的に教えるだけの授業形態から、子どもが主体的・対話的で深い学びや、学

習を自己調整しながら学ぶ個別最適な学び、協働的な学びへと授業形態の転換と充実を図る。 

１ 教育目標 

（１）学校の教育目標 

日本国憲法、教育基本法、学校教育法及び学習指導要領等に則し、人権尊重の精神を基調として心身共

に健康で、知性と感性に富み、生涯を通じて主体的に学び続け、国際社会に貢献できる人間性豊かな生徒

の基本的資質を養う。また、自己肯定感や自己実現の獲得的な要素と、人とのつながりや利他性、社会貢

献意識の協調的な要素を調和的・一体的に育み、教育を通して日本社会に根差した「調和と協調」に基づ

くウェルビーイングを向上させる。 

この教育目標を実現するために、次の生徒を育成する。 

◎ 人・地球との共生 〈より高い人間性をめざす人〉（徳）  

○ 未来社会への知性 〈学び続ける人〉            （知） 

○ 心身共に健康   〈健康で生命を大切にする人〉（体） 

 

（２）学校の教育目標を達成するための基本方針 

多国籍の学齢を超過した義務教育未修了者及び不登校傾向などさまざまな事情で十分学べなかった生

徒が在籍している状況を鑑み、全教育活動を通じて、生徒の多様性を尊び主体性を高めることをめざす。 

  ア 豊かな心の育成    【人・地球との共生 〈より高い人間性をめざす人〉（徳）】 

     自立した一人の人間として人生を他者とともによりよく生きる人格を形成することをめざし、人間尊

重の精神と生命に対する畏敬の念を前提に、人が互いに尊重し調和と協調、協働して社会で生きる上で求

められる規範意識を醸成する。また、人としてよりよく生きる上で大切なことは何か、自分はどのように

生きるべきかを自ら考え、自らの生き方を探求する力を養う。 

  イ 確かな学力の育成   【未来社会への知性 〈学び続ける人〉            （知）】 

   特別な教育課程を編成し、基礎的・基本的な学力の定着をめざす。学習活動では幅広い知識と教養を身

に付け、生涯にわたり学習する基盤が養われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させ、これらを活用し

て課題解決するための思考力、判断力、表現力等、主体的に学習に取り組む態度を養う。 

  ウ 健やかな体の育成   【心身共に健康   〈健康で生命を大切にする人〉（体）】 

   「生きる力」を支える重要な要素である体力や健康の維持を図るため、運動を通して体力を養い、健康

を維持する食育の推進を通して望ましい食習慣や健康的な生活習慣を身に付けさせる。また、生徒の生命

を脅かす災害や性暴力等の危険から身を守る力を身に付けることができるようにする。 

  エ 不登校生徒への支援 

   不登校総合対策「つながるプラン」の趣旨を踏まえ、生徒、保護者に対して寄り添い、将来の社会的自

立に向けた支援と誰一人取り残されない学びの保障を学校教育の使命として位置付け、夜間学級の良さ

を活かした不登校対策に全力で取り組む。 

  オ いじめの防止等の取組 

   いじめはどの学校でもどの生徒にも起こるとの認識の下、いじめ防止対策推進法等を遵守し、教職員

がいじめについて組織的に対応するとともに、保護者、地域住民、関係機関等との緊密な連携により、い

じめ問題に正面から対峙し、これを解消する。 

  カ 特別支援教育の充実 



   八王子市第五次特別支援教育推進計画に基づき、障害の有無、国籍等にかかわらず、全ての生徒の自立

と社会参画をめざし、切れ目なく生徒一人ひとりの発達や教育的ニーズに応じた適切な指導と学習機会

の充実を組織的に行う。 

  キ 小中一貫教育のさらなる充実 

   昼間部の小中一貫教育の成果と課題を共有し、夜間学級においても小学校の学びを活かせるよう学習

指導を改善する。 

２ 指導の重点 

（１）各教科等 

ア 各教科 

①  国語科を要としつつ各教科等の特質に応じて生徒の言語活動を充実させ、単元や題材など

の時間のまとまりを見通しながら、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

を全教科で実施し、自己肯定感や自己実現の獲得も踏まえた授業改善を行う。その手だてと

して、やさしい日本語による指導及び各教科等のねらいを深める場面や振り返りの場面にお

いて１人１台の学習用端末の授業支援ツールの活用を実施する。 

②  個に応じた指導の充実を図る。そのために、国語科、社会科、数学科、理科、外国語科に

ついては、時間講師と連携して少人数指導もしくはチームティーチングの実施に努める。ま

た、１人１台の学習用端末を用いたドリル型学習用コンテンツを積極的に活用する。 

③  各教科等で獲得した知識及び技能を活用して、思考力、判断力、表現力等を相互に関連付

け、深く理解したり、情報を精査したりして考えを形成し、問題を見だして解決策を考える

ことができる授業改善をめざす。 

④  保健体育科において、地元のラグビー選手との交流を月２回行い、プロのラグビー選手と

ともに体育実技を合同で行うことを通して、社会参画やチームプレーを学ばせる。 

⑤  補習担当教員を要として、日本語の補習が必要な生徒に対して、個別の指導計画を作成

し、優しい日本語による指導の充実を図る。 

イ 総合的な学習の時間 

①  多様性を尊重し、共生社会の実現に貢献できる資質・能力を育てる。郷土学習に箏の学習

会、お国自慢料理大会を位置付け、体験学習を通して、日本と他国の文化の違いや八王子が

紡いできた食文化等について、それぞれの良さを理解させる。 

②  郷土の自然や歴史や文化等を学び地域への興味・関心をもたせる。生徒それぞれのルーツ

を尊重し、郷土の文化や歴史、地理を再確認したり、学びをまとめて発表したり、歴史や文

化等を親しむ態度を育てる。 

   ウ 特別活動 

①  学級活動における係活動や委員会活動については、多様な他者と協働する集団活動の意義

や活動を行う上で必要な考え方等を理解した上で、生徒が主体的にボトムアップで企画・提

案・討議し、必要なプロセスを経て決定し、行動できる力が身に付くよう、全校共通で活動

に取り組む内容をスタンダード化する。 

②  生徒会活動、ミニ体育大会、集団宿泊的行事において、集団や自己の生活、人間関係の課

題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したりすることを

通して、互いの良さや可能性を発揮できる場を「調和と協調」に基づくウェルビーイングの



向上に向けて意図的、計画的に設定する。 

③  集団や社会の一員として、他者と協働しながら諸問題を解決しようとする態度を育てる。

そのために、校外学習における探究的活動や学級でのグループ活動の活性化を図る。 

（２） 「特別の教科 道徳」を要とする道徳教育 

①  道徳教育全体計画を基に、日常の教育活動を通じて全教職員が人間としてよりよく生きる

ための道徳的価値について意図的に語ったり、話題に出したり、学びと関連付けたりして学

校教育活動全体を通じた道徳教育を一層充実させる。また、別葉に道徳教育に係る内容項目

を記載し、道徳的価値について横断的な共通理解を図る。 

②  道徳科では重点内容項目として「自主、自律、自由と責任」、「思いやり、感謝」、「友情、

信頼」、「相互理解、寛容」、「公正、公平、社会正義」、「生命の尊さ」、「よりよく生きる喜

び」の７項目とし、人間としてよりよく生きるとは何かを考え、議論する授業に改善し、道

徳科を要として、道徳教育の補充・深化・統合を行う。 

① キャリア教育 

①  「はちおうじっ子キャリア・パスポート 第五中学校版」を作成し、キャリア教育の場面

で学習活動の内容を記録し、振り返ることを通して、新たな学習や生活への意欲につなげた

り、考えたりする活動につなげる。特に「振り返る力」の成長に伴走するよう、指導に重点

を置く。 

②  主体的な進路の選択と将来設計を描けるよう、生徒一人ひとりが目標をもって、自らの生

き方や進路に関する適切な情報を１人１台の学習用端末や学校図書館等の活用を通して、収

集・整理し、自己の個性や興味・関心を考えさせる学習活動に改善する。 

 

（４）特別支援教育 

① 対象生徒の障害による学習上または生活上の困難を改善・克服し、全ての時間、在籍学級で

学校生活が送れるよう、学校生活支援シート及び個別指導計画（連携型個別指導計画）を家庭、

校内委員会、スクールソーシャルワーカー等と連携し生徒一人ひとりに合った支援及び在籍学

級における支援に結び付けられるようにする。 

② 障害の有無にかかわらず、全ての生徒の学習機会が得られ、支援が充実したものとなるよう、

個別の教育的ニーズに最も的確に応える指導方法の改善と支援体制の整備を行う。併せて、自

立と社会参画ができるよう、特別支援教育コーディネーターが要となり、特別支援の充実を図

る。 

（５）生活指導 

    ア  生活指導 

① 生活のきまりは全生徒が自らの学校生活を振り返り、改善案を生徒会が中心となり検討でき 

るよう支援を行い、最終的には学校が責任をもって決定する。 

② セーフティ教室や月１回の安全指導日に、安全教育プログラムを計画的に活用したり、講師 

の講話から危険を予測したり回避する能力を身に付けたり、他者や社会の安全に貢献できる資 

質・能力を育成する。 

③ 生徒が性犯罪、性暴力の加害者、被害者、傍観者とならないよう、「生命（いのち）の安全 

教育」を全学級で年１回以上実施する。指導する際は、「『生命（いのち）の安全教育』指導資



料の手引き」を活用し、性暴力の根底にある誤った認識や行動、また性暴力が及ぼす影響など

を正しく理解させ、生命を大切にする考えや自分や相手、一人ひとりを尊重する態度等を身に

付けさせる。 

イ いじめ防止等の取組 

① 常設の学校いじめ対策委員会を週１回以上実施し、いじめ防止対策推進法を遵守した対応を 

行う。また、週１回以上の情報共有の時間では、生徒の状況や対応記録の作成など教員が一人 

で抱えない体制づくりをめざす。 

② 年４回のいじめに関するアンケートの実施と聞き取り、管理職報告を徹底し、いじめを見逃 

さない体制を継続するとともに、楽しい学校生活を送るためのアンケート（Ｑ－Ｕ）の調査結 

果を全教員で分析し、生徒一人ひとりへの対応について共通理解を図る。 

③ ６月に「八王子市いのちの大切さを共に考える日」として設定し、集会で校長講話と道徳科 

における「生命の尊さ」をテーマとし、生徒一人ひとりが命の連続性や有限性について考えを

深められる取り組みを行う。 

ウ 不登校生徒への支援等 

① 不登校総合対策「つながるプラン」を踏まえ、既卒の不登校だった生徒の、学び直しの機会 

を充実させるとともに、不登校対策における夜間学級の重要性を認識するための教員研修を行 

う。また、現中学校第３学年の不登校生徒の体験入級や保護者サロンを積極的に行い、夜間学

級における不登校対策を充実させる。 

② 不登校対策と不登校経験生徒の支援を組織的に行う。スクールカウンセラーやスクールソー 

シャルワーカーとの連携はもとより、各自治体の子ども家庭支援センター、医療機関、生活福 

祉担当機関、ＮＰＯ関連組織等と進んで連携し、生徒理解に努める。学習の機会を保証する理 

念に則り、個別の生徒に適した対応を実施する。 

③ 登校支援コーディネーターが核となり「個票システム」の活用による不登校生徒の早期把握・

対応、関係諸機関との連携を図る。 

（６）特色ある教育活動 

  ア 異年齢かつ多国籍の学齢を超えた生徒たちが学ぶ学校としての教育活動 

（取組１）各教科において、自分の国の歴史や文化について発表する活動を行う。 

（取組２）生徒個々のさまざまな学習歴やそれぞれの資質・能力を活かした学び合い活動を行う。 

（取組３）多様性を受け入れ、尊重し、それを発信する活動を行う。 

（取組４）国籍や世代の差による多様な倫理観をもとに議論する道徳授業を展開する。 

イ 学力向上の取組 

第五中学校グループ内小学校で実践した効果的な学習内容を取り入れ、基礎学力の向上を図る。 

ウ その他 

①  始業前の時間を活用して、今日的な教育課題、夜間学級特有の題材、生活指導、ＩＣＴ

教育等を扱う教員研修を年１０回以上行う。全教員に最低１回は講師を担当させる。 

②   第五中学校グループとして「情報活用能力系統表」を活用した義務教育９年間を見通し 

ＩＣＴ活用に関する資質・能力の育成をめざす。 

③  「第五中学校２０２０レガシー」として、「心のバリアフリー」を掲げ、共生社会をテー

マに道徳科の授業を行う。 


